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図1.平戸市における3年間のコレクターによるアワビ類初期稚貝の採集結果○
1m2あたりの採集数で示した0年により設置方法が異なるため,水平 (2002,2003
マクロベントスに基づく養殖許容量推定の試み
横山 寿 (水産総合研究センター養殖研究所)
海面魚類養殖場では大量の飼料由来有機物が投入されるため,底層生態系に大きな
変化が生じる｡ベントス群集-の変化としては,(∋出現種とくに麻皮動物や大型種の
減少,消失,②イ トゴカイなど特定の種の卓越的出現とベントス生息密度の増加,③
種内個体サイズの大型化,④堆積物表層-の動物鉛直分布の移行,などの現象が知ら
れている｡これらの群集変化は,ベントスが有機物負荷に伴 う環境変化に影響を受け
た結果として捉えられるが,ベントスが負荷有機物を生態系の中で転送するという側
面より捉えることも可能である｡本シンポジウムでは,養殖業の現場においてベント
ス研究がどのように貢献できるか,環境指標性の側面だけでなく,漁場の環境容量の
視点に立って検討する｡
ベントスの生物量に基づく養殖許容量推定
沿岸域では富栄養化や有機汚濁の進行とともにベントス群集の諸量が変化すること
が知られている｡ベントスの生物量は海底における浄化力の指標になると考えられ,
有機物負荷の増加とともに生物量が増加する範囲を漁場環境として健全,生物量が減
少する範囲を要注意,無生物になると危機的な環境と評価できる｡
環境管理の目標値設定には,多くの漁場の調査より有機物負荷量と相関がある底質
の化学分析値(窒素量,有機態炭素量など)と生物量との関係を求め,生物量の最大値
に対応する底質分析値を用いるのが現実的である｡ただし,底質項目のうち硫化物量
は,負荷有機物が好気的に分解し,底生生物の生物量が増加する系ではほとんど発生
せず,生物量が減少する系で生じるので,無生物となる危機的な環境を示す値として
用いるのがよい｡実際に,熊野灘沿岸の魚類養殖場における調査により,環境管理の
目標値となる値として窒素量1.2mg/g,有機態炭素量9mg/gが,また,危機的環境を
示す指標値として硫化物1.7mg/gが得られている｡
｢内湾度指数｣の提案とベントスの群集型に基づく養殖許容量推定
漁場の環境容量は海水交換率に依存しており,湾内における漁場の位置や湾の地形
に支配される｡このような漁場の物理環境を数量的に表す指数として湾口の幅(W)と
水深(Dm),湾口から漁場までの距離(L)および漁場の水深(Ds)から計算される ｢内湾
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